












目的

　妊婦血清耐熱性アルカリ・フォスファターゼ(heat-stable alkaline

phospatase,HASP)を妊娠後半期における胎盤機能の指標としようとする試みに

ついては従来多くの報告がみられる。しかし,HSAP は妊娠個体によるバラツキ

が大きいため,その正常範囲を設定することが困難であり,むしろ変動パターン

による判定の方がより適切であることが山口ら(1968a,b)によって指摘されて

いる。われわれは今回,妊娠経過にともなう HSAP の「伸び率」という観点か

ら,HSAP 値の動きの解読を試み,臨床的に便利な予想値計算式,およびそれにも

とづく予想値曲線図を作ることができたので,その概略について報告する。


